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京
王
電
鉄
発
祥
の
地
と
な
る
新
宿
三
丁
目

京
王
電
鉄
の
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、

新
宿
と
い
う
ま
ち
の
位
置
付
け
は
タ
ー
ミ

ナ
ル
や
拠
点
以
上
の
存
在
で
あ
る
こ
と
が

よ
く
分
か
る
。
前
身
で
あ
る
京
王
電
気
軌

道
は
１
９
１
３
年
に
笹
塚
～
調
布
間
が
開

業
し
、
１
９
１
５
年
に
新
宿
ま
で
延
伸
し

た
際
に
、
現
在
の
新
宿
三
丁
目
駅
付
近
に
新

宿
追
分
駅
を
つ
く
り
、
始
発
駅
と
し
た
。
こ

の
一
帯
は
江
戸
期
に
制
定
さ
れ
た
甲
州
街
道

の
宿
場
町
で
あ
る
内
藤
新
宿
と
し
て
栄
え
、

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
１
９

２
７
年
に
は
近
接
地
に
京
王
ビ
ル
を
建
設
し
、

駅
を
移
設
し
た
。
現
在
の
京
王
百
貨
店
新
宿

店
が
あ
る
場
所
に
地
上
駅
と
し
て
移
転
し
た

の
は
１
９
４
５
年
の
こ
と
で
、
太
平
洋
戦
争

中
に
空
襲
を
受
け
て
天
神
橋
変
電
所
が
被
災

し
て
電
圧
が
低
下
し
、
新
宿
駅
南
口
陸
橋
の

坂
を
路
面
電
車
が
上
れ
ず
に
新
宿
三
丁
目
ま

で
の
運
行
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

高
度
経
済
成
長
期
に
は
甲
州
街
道
の
交

通
量
が
増
え
、
ま
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

甲
州
街
道
が
マ
ラ
ソ
ン
競
技
の
コ
ー
ス
と
な

り
、
路
面
電
車
の
軌
道
を
移
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
１
９
６
３
年
に
地
下
に
新
宿
駅
が

つ
く
ら
れ
、
駅
上
に
京
王
百
貨
店
が
入
居
す

る
ビ
ル
が
建
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
淀
橋
浄
水

場
を
移
転
さ
せ
、
そ
の
跡
地
を
開
発
す
る
新

宿
副
都
心
計
画
に
の
っ
と
っ
て
１
９
７
１
年

に
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
を
開
業
さ
せ
た
。
西

新
宿
エ
リ
ア
は
高
層
ビ
ル
群
の
先
駆
的
な
存

在
で
あ
る
が
、
中
で
も
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

は
そ
の
第
一
号
で
、
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
、
高
層
階
に
設
置
さ
れ
た
展
望
台
は
観

光
名
所
と
も
な
っ
た
。「
進
取
の
気
性
」
は

京
王
グ
ル
ー
プ
の
重
要
な
企
業
文
化
で
あ

る
。「
そ
う
し
た
時
代
か
ら
年
月
を
経
て
、

老
朽
化
が
進
む
京
王
百
貨
店
の
建
て
替
え
は

経
営
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
百
貨
店
の
営

業
を
ど
の
よ
う
に
継
続
す
る
か
、
ま
た
建
物

の
地
下
に
は
鉄
道
駅
が
入
っ
て
お
り
工
事
が

難
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。
今
回
、
Ｊ
Ｒ
東
日

本
と
の
共
同
事
業
と
す
る
こ
と
で
前
進
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
執
行
役
員
で
あ
る
中
瀨

正
春
新
宿
再
開
発
推
進
室
長
は
振
り
返
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
連
携
す
る
大
規
模
開
発

２
０
２
２
年
４
月
、
京
王
電
鉄
と
Ｊ
Ｒ
東

日
本
は
「
新
宿
駅
西
南
口
地
区
開
発
計
画
」

に
つ
い
て
計
画
概
要
を
発
表
し
た
。
こ
れ
は

両
社
が
共
同
で
事
業
主
体
と
な
っ
て
手
掛
け

る
大
規
模
開
発
計
画
で
、
都
市
計
画
事
業
に

よ
っ
て
駅
ビ
ル
等
を
再
構
成
し
、
デ
ッ
キ
等

の
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
、
に
ぎ

わ
い
施
設
と
一
体
と
な
っ
た
回
遊
・
滞
留
空

間
の
ほ
か
、
商
業
施
設
や
ホ
テ
ル
な
ど
を
整

備
す
る
も
の
で
あ
る
。
甲
州
街
道
を
挟
ん
だ

南
側
ま
で
一
体
的
に
開
発
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
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株
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会
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国
際
競
争
力
を
持
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新
宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ルへ

京
王
電
鉄
は
沿
線
の
都
市
を
エ
リ
ア
単
位
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、

駅
を
核
と
し
た
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
注
力
し
て
、

エ
リ
ア
内
外
の
移
動
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、

そ
の
中
で
都
心
部
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
新
宿
を
「
最
重
要
拠
点
」
と
位
置
付
け
て
い
る
。

新
宿
で
は
複
数
の
地
域
開
発
が
同
時
進
行
し
て
い
る
が
、

そ
の
一
つ
が
京
王
電
鉄
と
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
共
同
で
手
掛
け
る

「
新
宿
駅
西
南
口
地
区
開
発
計
画
」
で
あ
る
。

２
０
４
０
年
代
竣
工
と
い
う
壮
大
な
開
発
は
ど
の
よ
う
な
構
想
で

計
画
さ
れ
て
い
る
か
を
京
王
電
鉄
の
視
点
で
伝
え
る
。
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特集：環境変化に適応し進化（深化）する鉄道と沿線サービス
［「豊かで魅力的なまちづくり」を追求する京王電鉄の取り組み］

機
能
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
持
つ
、
新
宿
の
新
た

な
貌か

お

が
誕
生
す
る
。
東
京
西
部
へ
路
線
を
延

ば
し
、
郊
外
住
宅
地
や
拠
点
を
つ
く
っ
て
き

た
京
王
電
鉄
は
、
都
心
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ

る
新
宿
を
最
重
要
拠
点
と
位
置
付
け
て
い

る
。
新
宿
駅
西
南
口
地
区
開
発
計
画
は
１
９

６
４
年
の
京
王
百
貨
店
、
１
９
７
１
年
の
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
以
来
、
50
年
ぶ
り
に
同
社

が
手
掛
け
る
大
規
模
な
開
発
と
な
る
。

開
発
区
域
面
積
（
主
に
京
王
電
鉄
・
Ｊ
Ｒ

東
日
本
・
東
京
都
所
有
の
土
地
）
は
１
・
９

ha
で
、
現
在
の
京
王
百
貨
店
を
含
む
甲
州
街

道
の
北
側
で
あ
る
「
北
街
区
」
と
、
甲
州
街

道
の
南
側
の
「
南
街
区
」
に
分
け
ら
れ
る
。

南
街
区
は
地
上
37
階
、
地
下
６
階
、
高
さ
２

２
５
ｍ
で
、
上
層
階
は
ホ
テ
ル
、
中
層
階
は

オ
フ
ィ
ス
、
下
層
階
は
商
業
施
設
と
な
る
予

定
で
あ
る
。
北
街
区
は
約
１
万
㎡
に
地
上
19

階
、
地
下
３
階
、
高
さ
１
１
０
ｍ
の
建
物
に

上
層
階
は
ホ
テ
ル
、
下
層
階
は
商
業
施
設
が

入
居
す
る
予
定
で
あ
る
。
南
街
区
の
工
期
は

２
０
２
３
～
２
０
２
８
年
度
ま
で
、
北
街
区

は
２
０
４
０
年
代
ま
で
と
な
る
。

現
在
、
都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
手
続
き

が
行
わ
れ
て
お
り
、
都
市
再
生
特
別
地
区
と

し
て
、
容
積
率
１
５
４
０
％
の
提
案
を
し
て

い
る
。
中
瀨
室
長
は
、「
や
る
べ
き
こ
と
を

や
る
の
は
当
然
で
、
新
宿
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
他
に
先
駆
け
た
取
り
組
み
を
ぜ
ひ
示
し

て
い
き
た
い
」
と
意
欲
的
に
語
る
。

駅
・
ま
ち
活
性
化
へ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
構
想

こ
の
計
画
地
は
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一

丁
目
及
び
渋
谷
区
代
々
木
二
丁
目
で
、
２
０

１
８
年
に
東
京
都
・
新
宿
区
か
ら
公
表
さ
れ

た
「
新
宿
の
拠
点
再
整
備
方
針
」
に
示
さ
れ

て
い
る
、「
駅
・
駅
前
広
場
・
駅
ビ
ル
を
一

体
的
に
再
編
し
、
駅
と
ま
ち
、
ま
ち
と
ま
ち

を
つ
な
げ
、
新
宿
全
体
を
活
性
化
さ
せ
る
次

世
代
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
『
新
宿
グ
ラ
ン
ド
タ
ー

ミ
ナ
ル
』」
に
位
置
す
る
。
新
宿
駅
は
コ
ロ

ナ
禍
前
は
、
１
日
約
３
５
０
万
人
と
世
界
一

の
乗
降
客
数
を
誇
る
が
、
都
市
基
盤
の
課
題

と
し
て
は
鉄
道
や
道
路
に
よ
る
ま
ち
の
分

断
、
分
か
り
に
く
く
混
雑
し
て
い
る
乗
り
換

え
動
線
、
歩
行
者
空
間
に
お
け
る
段
差
や
レ

ベ
ル
差
、
滞
留
空
間
や
交
流
空
間
の
不
足
、

視
認
性
に
乏
し
い
駅
の
入
り
口
な
ど
が
あ

る
。「
新
宿
は
非
常
に
広
い
ま
ち
で
エ
リ
ア

ご
と
に
多
彩
な
特
色
を
持
っ
て
い
る
が
、
鉄

道
や
道
路
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
、
各
エ
リ
ア

が
交
流
で
き
な
い
、
融
合
し
て
い
け
な
い
こ

と
を
、
地
域
の
人
々
や
行
政
、
わ
れ
わ
れ
鉄

道
事
業
者
も
課
題
と
考
え
て
い
た
。
今
回
の

開
発
は
こ
う
し
た
ま
ち
の
課
題
を
解
決
し
て

い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
」（
中
瀨
室
長
）

そ
う
し
た
課
題
を
解
決
し
、
新
宿
グ
ラ
ン

ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
実
現
す
る
基
盤
整
備
と
し

て
は
、「
駅
と
ま
ち
の
連
携
を
強
化
す
る
重

層
的
な
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
」
と

し
て
、「
に
ぎ
わ
い
と
交
流
を
生
み
出
す
滞

留
空
間
等
の
創
出
」「
人
中
心
の
駅
前
広
場
・

周
辺
道
路
の
環
境
整
備
」
へ
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
る
。
新
宿
駅
西
南
口
地
区
開
発
で
の

具
体
的
な
取
り
組
み
の
一
部
を
挙
げ
る
と
、

国
道
上
空
の
２
階
レ
ベ
ル
に
、
北
街
区
建
物

と
南
街
区
建
物
を
つ
な
ぐ
国
道
デ
ッ
キ
を
整

今回の大規模開発の舞台であり、京王電鉄の最重要拠点である新宿駅
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備
し
て
通
行
空
間
を
確
保
し
、
周
辺
の
土
地

区
画
整
理
事
業
で
整
備
す
る
南
北
デ
ッ
キ
と

つ
な
げ
、
さ
ら
に
東
西
デ
ッ
キ
を
通
っ
て
新

宿
駅
の
東
口
と
も
つ
な
が
る
こ
と
で
、
東
西

南
北
の
歩
行
者
中
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
。
ま
た
、
地
下
・
地
上
・
デ
ッ
キ
階

を
つ
な
ぐ
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
タ
ー
ミ

ナ
ル
シ
ャ
フ
ト
）
を
設
け
て
、
視
認
性
の
高

い
縦
動
線
を
整
備
し
、
そ
の
中
に
は
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
を
配
置
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ル
ー
ト
も
設
置
し
、
膨
大
な
歩
行
者
が
通
行

で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
出
す
。

滞
留
空
間
と
し
て
は
、
高
層
ビ
ル
と
な
る

南
街
区
に
お
い
て
、
中
層
部
と
高
層
部
に
大

規
模
な
吹
き
抜
け
空
間
を
擁
す
る
「
新
宿
テ

ラ
ス
」
を
設
置
し
、
ま
た
甲
州
街
道
か
ら
視

認
性
の
高
い
低
層
部
に
は
、
外
か
ら
建
物
内

の
複
層
的
な
吹
き
抜
け
空
間
が
見
え
、
新
宿

グ
ラ
ン
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
南
側
の
ゲ
ー
ト
空
間

に
な
る
よ
う
な
「
グ
ラ
ン
ド
シ
ャ
フ
ト
」
を

整
備
す
る
。
北
街
区
で
は
、
小
田
急
電
鉄
と

東
京
メ
ト
ロ
が
事
業
主
体
と
な
る
「
新
宿
駅

西
口
地
区
開
発
計
画
」（
２
０
２
９
年
度
竣

工
予
定
）
と
接
続
す
る
２
階
・
５
階
・
９
階

に
整
備
す
る
「
新
宿
テ
ラ
ス
」
と
、
縦
動
線

と
が
一
体
化
さ
れ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
「
グ

ラ
ン
ド
シ
ャ
フ
ト
」
を
設
け
る
。
さ
ら
に
、

新
宿
駅
西
口
地
区
か
ら
連
続
す
る
南
北
４
０

０
ｍ
に
わ
た
る
空
中
回
廊
「
ス
カ
イ
コ
リ

ド
ー
」
を
整
備
し
て
、
屋
内
外
の
滞
留
・
回

遊
空
間
を
確
保
す
る
。
中
瀨
室
長
は
「
新
宿

の
新
し
い
に
ぎ
わ
い
の
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

観
光
名
所
の
よ
う
な
形
に
し
た
い
と
計
画
し

て
い
る
。
地
域
全
体
と
し
て
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
シ
ャ
フ
ト
や
ス
カ
イ
コ

リ
ド
ー
は
新
宿
の
象
徴
的
な
空
間
に
な
る
と

思
う
」
と
将
来
像
を
語
る
。

ま
た
、
現
在
の
新
宿
駅
西
口
駅
前
広
場
は

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
発
展
し
て
い
た
時

代
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
、
広
場
の
中
心
部

は
車
路
と
な
っ
て
い
る
が
、
歩
行
者
優
先
の

広
場
と
し
て
整
備
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
開
発

に
よ
っ
て
、
北
街
区
が
完
成
す
る
２
０
４
０

年
代
に
は
多
様
な
都
市
機
能
が
集
積
さ
れ
た

新
宿
の
新
た
な
貌
が
誕
生
す
る
予
定
だ
。

観
光
面
で
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る

コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
東
京
を
訪
れ
た
外
国
人

の
約
６
割
が
新
宿
や
大
久
保
を
訪
れ
て
お

り
、
夜
間
の
滞
在
の
割
合
が
多
く
、
観
光
の

拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
新

宿
駅
は
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
交
通
結
節
拠

点
で
あ
り
、
外
国
人
旅
行
者
に
人
気
の
高
い

高
尾
山
な
ど
は
京
王
線
で
ダ
イ
レ
ク
ト
に
ア

ク
セ
ス
で
き
、
高
速
バ
ス
で
は
富
士
山
を
は

じ
め
、
中
央
道
を
通
る
飛
騨
高
山
、
駒
ケ
根

エ
リ
ア
と
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

隣
接
す
る
新
宿
駅
西
口
地
区
と
は
機
能
分

担
し
、
新
宿
駅
西
口
地
区
は
ビ
ジ
ネ
ス
創
発

機
能
の
導
入
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点

の
形
成
、
西
南
口
地
区
は
観
光
コ
ン
テ
ン

ツ
創
出
や
情
報
発
信
、
体
験
機
能
、
宿
泊

機
能
な
ど
観
光
拠
点
を
担
う
。
中
瀨
室
長

は
、「
拠
点
と
い
う
こ
と
で
は
、
や
は
り
ホ

テ
ル
は
不
可
欠
。
南
街
区
に
は
差
別
化
を
図

る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
新
宿
に
少
な
か
っ
た
ラ

グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
系
の
ホ
テ
ル
を
予
定
し
て
い

上／建て替えが計画されている京王百貨店　左下／分かりにくく混雑
している乗り換え動線　右下／駐車場出入口における人と車との交錯

イメージパース（西口駅前広場より計画建物を望む）

北街区

南街区
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特集：環境変化に適応し進化（深化）する鉄道と沿線サービス
［「豊かで魅力的なまちづくり」を追求する京王電鉄の取り組み］

る
」
と
語
る
。

東
京
で
は
渋
谷
や
品
川
な
ど
他
の
地
域
も

再
開
発
が
進
ん
で
い
る
が
、
他
地
域
と
の
差

別
化
を
図
り
な
が
ら
も
、
東
京
全
体
の
国
際

競
争
力
を
強
化
す
べ
く
、
盛
り
上
げ
て
い
く
。

京
王
線
新
宿
駅
の
大
規
模
な
改
良

新
宿
駅
西
南
口
地
区
開
発
と
連
携
し
、
京

王
線
新
宿
駅
も
大
規
模
な
改
良
工
事
が
行
わ

れ
る
。「
当
社
線
は
後
か
ら
こ
の
場
所
に
入
れ

て
い
た
だ
い
た
経
緯
か
ら
駅
の
ス
ペ
ー
ス
に
あ

ま
り
余
裕
が
な
く
、
か
つ
て
は
２
両
～
４
両

編
成
だ
っ
た
電
車
が
現
在
の
10
両
編
成
に
対

応
す
る
た
め
に
、
元
は
４
線
あ
っ
た
と
こ
ろ

を
３
線
に
減
ら
し
て
ホ
ー
ム
を
延
ば
し
た
り

す
る
な
ど
工
事
を
重
ね
て
き
た
た
め
に
ホ
ー

ム
が
狭き

ょ
う
あ
い隘

で
あ
っ
た
り
、
乗
り
換
え
の
利
便

性
が
低
か
っ
た
り
と
利
用
者
に
と
っ
て
は
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
部
分
も
あ
る
」
と
中
瀨
室

長
は
現
状
を
説
明
す
る
。

そ
こ
で
地
下
２
階
に
あ
る
京
王
線
の
ホ
ー

ム
を
現
在
の
場
所
か
ら
、
丸
ノ
内
線
改
札
の

あ
る
北
側
方
面
に
延
伸
し
、
新
改
札
口
を
設

置
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
丸
ノ
内
線
新
宿
駅

方
面
へ
の
乗
り
換
え
利
便
性
が
格
段
に
向
上

し
、
ま
た
東
西
自
由
通
路
と
の
交
錯
部
の
混

雑
が
緩
和
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
延
伸

に
よ
り
空
間
が
生
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
の
設
置
が
可
能
と
な
り
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
策
が
さ
ら
に
推
進
で
き

る
。
ま
た
、
南
北
の
顧
客
動
線
を
増
強
し
、

地
上
に
上
が
る
お
客
さ
ま
の
利
便
性
向
上
、

混
雑
緩
和
に
も
寄
与
す
る
。

三
つ
の
核
と
な
る
エ
リ
ア
を
発
展
さ
せ
る

新
宿
駅
西
南
口
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
中

瀨
室
長
は
、「
建
物
の
中
で
何
を
や
る
か
が

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

を
含
め
、
新
宿
に
来
て
も
ら
え
る
コ
ン
テ
ン

ツ
や
機
能
を
し
っ
か
り
と
集
積
す
る
こ
と
が

重
要
で
、
人
の
動
き
を
創
出
す
る
こ
と
は
鉄

道
事
業
の
本
質
で
も
あ
る
。
新
宿
に
来
た
ら

出
会
い
が
あ
る
、
発
見
が
あ
る
、
と
い
う
も

の
を
ど
れ
だ
け
提
供
で
き
る
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。
百
貨
店
も
そ
う
だ
が
、
商
品
で
も

サ
ー
ビ
ス
で
も
お
客
さ
ま
が
求
め
る
モ
ノ
・

コ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
移
動
需
要
を
捉
え
、
い

か
に
応
え
て
い
く
か
。
そ
れ
が
生
活
総
合

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
鉄
道
会
社
の
役
割
だ
と
思

う
。
そ
れ
を
こ
こ
で
ど
の
よ
う
に
具
現
化
す

る
か
、
し
っ
か
り
と
考
え
た
い
」
と
話
す
。

京
王
電
鉄
は
こ
の
計
画
地
の
ほ
か
に
、
京

王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
周
辺
、
同
社
発
祥
の
地
で

あ
る
新
宿
三
丁
目
駅
周
辺
を
新
宿
エ
リ
ア
内

の
核
と
し
て
い
る
。
新
宿
と
い
う
ま
ち
は
多

様
性
に
富
ん
で
お
り
、
非
常
に
奥
深
い
。
ま

た
、
新
宿
三
丁
目
の
人
々
は
自
分
た
ち
の
地

域
こ
そ
が
こ
の
ま
ち
の
発
祥
だ
と
い
う
気
概

が
あ
る
。

京
王
電
鉄
は
新
宿
駅
西
南
口
開
発
と
と
も

に
、
自
社
が
核
と
す
る
地
区
に
つ
い
て
も
、

グ
ル
ー
プ
内
と
い
う
枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と

な
く
、さ
ま
ざ
ま
な
人
と
知
恵
を
出
し
合
い
、

京
王
グ
ル
ー
プ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
あ
る
進
取
の
気

性
で
さ
ら
に
良
い
ま
ち
を
目
指
し
て
取
り
組

み
、
こ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
も
新
宿
と
い
う

ま
ち
と
深
く
付
き
合
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

出典：「新宿の拠点再整備方針」（2018年／東京都、新宿区）

グランドターミナル再編のイメージ

※各種機能の位置・大きさはおおむねのイメージである。※各種機能の位置・大きさはおおむねのイメージである。

イメージパース（西側より建築建物を望む）

※1　新宿駅西口地区から南北400mに渡りつながる動線
※2　地下・地上・デッキ階をつなぐ視認性の高い縦動線

新宿駅西口地区

北街区北街区

南街区南街区

ラグジュアリーホテル
ホテル

商業
商業

東口方面

国道デッキ

オフィス

新宿テラス

新宿テラス

グランドシャフト※2

スカイコリドー※1

南街区グランドシャフトのイメージ
（西新宿一丁目交差点西側より望む）

新宿グランド
ターミナル

新宿セントラル
プラザ

ターミナル
シャフト

車両系機能
（バス・タクシー乗降場、駐車場出入口等）

東西骨格軸

歩行者優先の
広場 新宿テラス

エントランスターミナル軸

駅施設

グランドシャフト※2

南北デッキ（土地区画整理事業にて整備）
東西デッキ（土地区画整理事業にて整備）

▼南街区▼南街区▼北街区▼北街区


